























































































































































































































































































































































































































































































































































　　 「Ｄｏ－ -ＲＩ，ダウリ，道理」は、「Reason, right, principle, truth, principles, doctrine」などと
あるが〈道徳〉は立項されていない。
〇『改正増補和英英和語林集成』22第３版　平文（ヘボン）編訳　1886年（明治19年）


























モ ラ ー ル
德論上ノ一大
變革ナリト見ユ。
21　国立国会図書館近代デジタルライブラリーより
22　国立国会図書館近代デジタルライブラリーより
23　『哲学字彙』 『改訂増補哲学字彙』『英独仏和哲学字彙』井上哲次郎・有賀長雄　1980年　名著普及会
24　国立国語研究所が2012年から公開している。『明六雑誌』全号の全文を対象（総語数訳18万語、16人の著
者）とする。
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中国古典の世界から〈道徳〉を考える
　西は「人世三寶説一」で〈道徳〉に〈モラール〉と振り仮名を施し、〈moral〉の訳語に〈道徳〉
をあてている。
　では、明治初期には〈moral〉の訳語として〈道徳〉が定着していたのだろうか。そこで、『明
六雑誌』のその他の用例をみてみると、次のようであった。
〇阪谷素（1822-1881）　「転換蝶鋏」第38号・２
　徴忿窒欲、遷善改過ノ勇ナル、一身ノモラールナリ
阪谷は、〈moral〉を〈モラール〉とカタカナであらわしている。
〇中村正直　「善良ナル母ヲ造ル説」第33号・１
　 余前ニ人民ノ性質ヲ改造スル説ヲ演ベ、モラール・レリヂス・エヂューケーション（修身
オヨビ敬神ノ教育）、アート サイエンス（技術オヨビ学術ノ教育）、コノ二大分ノ教育ニ
ヨラザレバ、人民ノ心ヲ一新シ高等ノ度ニ進マシムル能ワザルコトヲ説クナリ
中村は、〈moral〉を〈修身〉と訳している。以上の用例から、明治初期の段階では〈moral〉
の翻訳語として〈道徳〉が定着していたとは言い難い。
1893年（明治26年）に西村茂樹が著した『德學講義』25 には次のようにある。
按ズルニ今世間ニテ言フ所ノ道德ト云ヘル語ハ、支那ノ儒教ヨリ來レル語ニ非ズシテ、西洋
ノ翻譯語ヨリ來レル者ナリ。希臘ニエシックスノ語アリ、拉丁ニMoralノ語アリ。現今法英
ノ国ニモ亦Moralノ語アリ。
ここで西村は、今世間で言われている〈道徳〉という語は、中国の儒教に由来しているのでは
なく、ギリシャ語の〈エシックス〉、ラテン語の〈moral〉、仏語・英語の〈moral〉といった西洋
語の翻訳語であると述べている。したがって明治後期頃から、〈道徳〉という言葉は〈moral〉の
翻訳語として西洋の倫理観とともに日本社会に定着していったと推察される。
３　明治期以降の道徳教育
　次に、明治期の教育制度において道徳教育がどのように行われていたかを検証していく。日本
の教育の近代化は1872年（明治５年）８月３日の「学制」発布に始まる。同年９月３日に文部省
は「小学教則」を布達し、小学校の教科、教授方法、授業時間数、教科書等を明らかにする。そ
の教科の一つに「修身」が見られる。
25　『徳学講義』　西村茂樹　1895-1901年　哲学書院　国立国会図書館近代デジタルライブラリー
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〇「小學敎則」９月６月文部省布達番外26
　第八級　
　「修
ギヨウギノサトシ
身口授」　一週二字（即チ二日置キニ一字）週２時間
　民家蒙解　童蒙敎草等ヲ以テ敎師口ヅカラ縷々之ヲ説諭ス
「第八級」とは、一番初等のクラスのことで、最年少は六歳の児童が学ぶ。「一週二字（即チ二
日置キニ一字）とあるのは、授業時数が「週２時間、つまり２日おきに１時間」という意味である。
「修身口授」には、「ギヨウギノサトシ」と振り仮名が振ってある。この「修身」という言葉の
典拠は『礼記』〔大学〕の「心正而后身修，身修而后家齊，家齊而后國治，國治而后天下平。（ま
ず自分の身を修め、次に家庭をととのえ、次に国を治め、次に天下を平らかにする）」である。
これは儒学の基本的な政治観を示しているのだが、当時の文部省はこの〈修身〉を科目名として
採用している。
また、この時期、文部省は「修身」の教科書を作成しておらず、使用すべき教材として、青木
輔清訳の『民家蒙解』（1874年（明治７年））と福沢諭吉訳の『童蒙敎草』（1872年（明治５年））
をあげている。これらの翻訳書は、必ずしも儒教道徳を教えようとするものではなかった。
参考までに中国の近代道徳教育に言及しておく。1902年に「欽定学堂章程」を定めるのだが、
この小学の科目に「修身」や「読経」等が見られる。これについて山田（2012）は、「日本の近
代教育の影響をうけた1902年欽定学堂章程では、修身は独立した週６時間の筆頭教科で、別に
読経、史学、與地が科目としてあった」27と述べている。この時、教科名として使われた「修身」
などは日本から「逆輸入」された漢語であると考えられる。
　日本において「修身科」が全国的な広がりを見るのは、1890年（明治23年）に「教育勅語」が
渙発された後である。文部省は、それまで「修身科」は「口授」で行うものとしてきたが「教育
勅語」の渙発を契機に、国定教科書による道徳教育を開始する。全ての国定教科書の冒頭には「教
育勅語」が載せられ、暗唱することが求められていた。
筆者は最近、昭和10年代に「修身科」の授業を受けた経験がある知人から話を聞く機会を得た。
それによると、当時の子どもは、家庭でも家人の前で「教育勅語」を暗記してみせたという。意
味はよくわからなかったが、声に出したときの調子が心地よく、友人と競って暗記したらしい。
また当時、男子の名前で「修身（おさみ）」が流行したことを覚えているとのことだった。
道徳教育がこのような経過を辿る中、〈道徳〉という言葉自体はどのような捉え方をされてい
たのか。1933年（昭和８年）に刊行された『大言海』28には次のようにある。
ヒトノミチ。人ノ世ニ處スルニ、履ミ行フベキ行爲ノ規範。人トシテ、カクアルベシト云フ
26　『文部省布達全書』」明治４年、５年　文部省出版　国立国会図書館近代デジタルライブラリー
27　山田美香「中国における道徳教育と社会科との合科」　「名古屋市立大学大学院人間文化研究科　人間文
化研究」17号　2012年
28　『大言海』大槻文彦　1933年　冨山房
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意識、卽チ本務意識ヲ原因トシテ成シ遂ゲラルベキ行爲。又、人ガ社會ノ中ニ生活シテ、己
レガ位地境遇ニ應ジテ成シ遂グベキ行爲。人道。道義。徳義。
この記述は、前掲『広辞苑』の説明とほぼ同じである。
　一方、本論文の「一　古代中国における〈道徳〉の展開」で検証してきた古典作品、特に儒学
に関する作品の扱いに目を向けると、明治後半から昭和前期にかけて、学問的な議論からかけ離
れた位置に置かれていた。この点について市來津（2014）は、「士大夫文化性を後退させた中国
古典世界は、明治の後半以降、江戸的漢学の延長での近代的教養化、「国民道徳」への言葉の提
供、士大夫文化の外部に立つ視線といった方向に分解しつつ、昭和前期にはこのうちの「国民道
徳」論の視線が全面にでるようになるという経過をたどった」29と指摘している。儒教倫理に関
する言葉が恣意的で偏った扱いの下、「国民道徳」の普及に利用されたのである。
４　戦後の道徳教育と教科化に対する課題
　第２次世界大戦後「修身科」は廃止され、新しい民主主義教育に資するための道徳教育の確
立が急務となる。「修身科」の反省を生かし、1958年（昭和33年）から教科外活動「道徳の時間」
が設置された。この時、〈道徳〉という言葉が採用されたのだが、本論文「はじめに」で言及し
た原は、同講演「人間と道徳と教育」で、「道徳、道徳とひごろなれ親しんでいる日本語で話す
場合ですが、倫理というよりも道徳というほうがことばとしてもまた日本語としても熟している
と思います。」30と述べている。このことからも、戦後の日本社会において、〈道徳〉という言葉
は日常生活に浸透していたことがわかる。
　2015年（平成27年）、学習指導要領が一部改正されて「道徳の時間」が「特別の教科　道徳」（「道
徳科」）となることが決定し、2018年（平成30年）には小学校から順次全面実施される。これに
より文部科学省の検定を受けた教科書を使用する等して、学習内容の一層の充実を目指す。「道
徳科」の教科目標に掲げた「よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う」ために、どのよう
な教材を用いて、どのような指導をするのか。本論文はこのような問題提起から始まり、〈道徳〉
の語誌を概観する中で、〈道徳〉という言葉の多様性を再確認した。〈道徳〉は、古代中国の「儒
家思想」と「老荘思想」のそれぞれの〈道〉や〈徳〉に対する概念に端を発し、漢代頃には儒家
的な倫理道徳観を表す言葉として確立した。日本に流入後は、江戸期に伊藤仁斎らの儒者によっ
て、朱子学とは異なる道徳観を再構築する。さらに明治期には〈moral〉の翻訳語となり、西洋
的な道徳観をも取り込んだ。戦後は新しい民主主義的倫理観も加わり、現代の〈道徳〉に至る。
このような多様性ゆえに、「道徳科」では、自由かつ柔軟に学習活動が行えるともいえる。道徳
教育は今後しばらく試行錯誤が続くと予想されるが、特定の価値観に偏ることなく、常に多角的
な視点を持つ姿勢は堅持しなくてはならない。
29　東アジア海域に漕ぎだす５『訓読から見直す東アジア』（中村春作編・小島毅監修　2014年　東京大学出
版会）の304頁。
30　前掲　戦後道徳教育文献資料集15『道徳教育実践上の諸問題』
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おわりに
本論文では〈道徳〉の語誌について、漢代までの中国古典作品を中心に検証してきたが、今
後は唐代以降にも目を向けていきたい。特に唐代の韓愈（768-824）が著した「原道」の研究は、
儒家の道徳の根源・本質を原（たず）ねる上で不可欠であると考える。また、宋代のいわゆる新
儒学において〈道徳〉がどのように解釈されたか、また、それが江戸期の儒家にどのような影響
を与えたかも研究する必要があるだろう。なぜならば、これらは現代の〈道徳〉との繋がりを解
明する際に重要なテーマとなるからだ。
道徳の特別教科化にあたり、現在、教育学や心理学等の観点から道徳教育へアプローチする研
究が盛んに行われているが、〈道徳〉という言葉自体を解明する観点からも道徳教育の可能性を
広げていきたいと考えている。
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